
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改選後の６月議会で、新たに就任された後藤市長に一般質問を行いました。 

岡「市長の選挙公約は、何々について努めるという記載が多く、今一つ内容が分からな

かったが、何を公約として市民と約束したと認識されているのか？」 

 

後藤市長「取り組むべきまちづくりの課題として、『子育て支援・女性の活躍支援』、『市

立病院・地域医療』、『地域経済』、『教育・文化』、『社会のデジタル化』、『自然環

境』、『遊休未利用地を活用した地域の活性化』、『安

心・安全』の８つを示し、これらに対応していくことを、市

民の皆様と約束した。 

子どもの通院医療費助成の対象拡大※1や、放課後

児童クラブ拡充の関連経費など、直ちに実行すべきもの

から、今回の補正予算案として提案した。 

また、任期の４年間で実施する具体的な取組につい

て、短期的には、市民の皆様との懇談の場の設置のほ

か、集中豪雨などによる道路の冠水箇所を示したマップ

の作製に必要な調査や、スマート農業や除排雪等に対応するため、GPS などデジタル

技術の活用に向けた事業手法の検討を開始したいと考えている。 

中・長期的には、本庁舎の耐震化を実施するとともに、東西インターチェンジ周辺への

企業誘致を見据えた土地利用と旧江別小学校跡地を含む JR 江別駅周辺の活性化

について、具体的な道筋を付けたいと考えている」 

※1：現在、小学３年生までとなっている通院の際の子ども医療費助成の対象を 2024 年 4月から中学３年生

までに拡大するものです。 

後藤新市長への一般質問 



 

 

初心にかえり自転車で遊説 

江別市議会の女性議員比率 44%、平均年齢 54歳に 
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４月に行われた市議会選挙では初心にかえり、自転車

で市内を回りながら、メガホンで街頭演説を行うスタイルと

しました。初日雨、２日目一時雪など、大変天候が悪く、

スキー用の服装で活動した日もありました。 

選挙カーも用意しましたが、特に住宅街ではスピーカーを

使わず、地声での挨拶と、看板がわりに利用しました（演

説中や駅などでは、選挙カーの看板を見て、お声がけ頂く

ことも多かったです）。 

また、今回初めて選挙期間中に動画配信を行い、累

計の再生数が 400 回を超えるなど意外と好評でした。 

 

 

 

選挙前の江別市議会の女性議員比率は全国一位の 48%となっており、アメリカの

通信社ブルームバーグから取材が入ったほど注目されていました。選挙後は定数 25 人

中 11 人の 44%となり、全国一位とはなりませんでしたが、引き続き高い女性議員比

率となっています（全国一位は千葉県白井市の 55.6%となっています）。 

議員の年齢構成は、30 代の議員が 3 名、40 代の議員が 7 名と増えたことにより、

平均年齢 54.1 歳と前回選挙から約２歳若返りました（尚、18 歳未満も含めた江

別市民全体の平均年齢は約 49 歳です）。 

このように江別市議会は、一般的に言われている、「日本の議員は中高年男性ばか

り」というイメージからは、だいぶ異なった様相となっていますし、多様な議員を市民が選ん

でいるということが言えると思います。 

初当選した議員は 8 名、2 期目の議員は 6 名となり、１期目と２期目の議員を合

わせて 14 名と過半数を超えており、議会のメンバー構成も前回と今回の２回の選挙を

経て、大きく変わりました。 

また、今回の選挙では定数 25 に対して、33 名が立候補し、競争率は過去最高の

1.32 倍となりました。全国の市町村の状況を見てみますと、人口が減少し、議員定数

も減っていくと、なり手も少なくなっていく傾向があります。 


